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　９月26日、第36回神崎保育所運動会が開催され
ました。好天に恵まれた当日、大勢の父母や家族
の方々が訪れ、待ちに待った１日を楽しみました。�
　園児たちは、元気よく踊ったり走ったりと、こ
の日のために練習した成果を発揮しました。お父
さん、お母さんと一緒にがんばった運動会、親子
のふれあいがますます深まりました。�

元気に！力を合わせ！ 神崎保育所運動会�
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バルーン「ほたるのひかり」�
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　神崎東部営農組合（組合長椿智郎さん）の皆さ
んが協力して、郡地先の土地改良をしたほ場内の
道路沿いに大豆（サチユタカ）を栽培しました。�
　昨年はコスモスが満開に咲き誇り、今年は「枝
豆を収穫体験してもらおう。」と町内の小学校に
呼び掛けました。10月４日～10月12日の期間、家
族や友達が続々と集まり、たくさんの実を付けた
大豆を収穫しました。自宅に帰って「食べるのが
楽しみです。」と話していました。�

おいしい枝豆を収穫しました！�

　愛知県の奥三河を拠点に活動し、アメリカ公
演なども行っている、プロの創作和太鼓集団「志
多ら」の和太鼓公演（日本不耕起栽培普及会主催、
町・農業委員会後援）が10月10日、神崎ふれあ
いプラザで開催されました。�
　６名のアーティストが８曲、１時間40分にわたっ
て奏でる和太鼓の音色は、満席の観客の心に激
しく、そして楽しげに響き、魂の震えを感じま
した。�
　演奏の途中には、観客が舞台に上がり太鼓を
叩くコーナーもあり、ラスト演奏は、ステージ
と観客が一体となったすばらしい公演になりま
した。�

枝豆の収穫を楽しむ人たち�

～人を結び、いのち奏でて、伝統を舞う～�
志多ら和太鼓公演�
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